
１．作成する放射線量等分布マップの種類について 

 

① ヨウ素１３１、セシウム１３４、セシウム１３７の土壌濃度マップだけで良いか。 

 

② 今回採取した 1 万点近くの土壌採取地点のうち、１００試料程度、ストロンチウム

89、90、プルトニウム 239 について測定を実施するが、これらについてもマップを

作成するのか。その際、セシウムとその他核種の分析結果の比率から、採取でき

ていない地点の測定結果は予測し、マップを作成するのか。 

 

(事務局案) 

○ 現在、土壌濃度マップとして、国として公表しているものとしては、セシウム１３４、

セシウム１３７の土壌濃度マップのみ。 

○ チェルノブイリ事故時においては、セシウム１３７、ストロンチウム９０、アメリシウ

ム２４１、プルトニウム２３９、２４０の土壌濃度マップについて公表している。（別

紙１（資料第２－３－１号①参照）） 

○ 事故の規模 (放射性物質の拡散度合い)や性質の違いを考慮すると、チェルノ

ブイリ事故においては、セシウム１３７以外に、ストロンチウム９０、アメリシウム２

４１、プルトニウム２３９、２４０が大量に拡散していることから、マップ化が可能で

あるが、これまでの文部科学省における調査結果を見ると、ストロンチウム９０、

アメリシウム２４１、プルトニウム２３９、２４０などはセシウムに比べると、ストロン

チウムは１０００分の１程度（別紙１（資料第２－３－１号②参照））であり、非常に

少なく、マップ作成は困難であることが予想される。 

○ 今後の土壌調査の結果によるが、現状においては、ストロンチウム９０、プルトニ

ウム２３９、２４０については、放射線量等分布マップを作成しない。 

 

 ○ なお、仮にストロンチウム９０、プルトニウム２３９、２４０についてマップを作成す

ることになった場合、ストロンチウム９０については、セシウム１３７は、一定の比

率で存在することから、比率を確認することで、セシウムマップからストロンチウ

ムマップを作成することは可能であるが、核種ごとの拡散挙動が異なる可能性

があることから、ストロンチウム９０の分析結果を確認した上で、マップ化の可能

性について検討してまいりたい。 

 

資料第２－３－１号 



チェルノブイリ事故において作成した土壌濃度マップについて（その１） 

（IAEA Environmental Consequences of The Chernobyl Accident and their 

Remediation: Twenty Years of Experience より ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１（資料第２－３－１号①）

(ｂ)Ｓｒ－９０ マップ 

(ａ)Ｃｓ－１３７ マップ 



チェルノブイリ事故において作成した土壌濃度マップについて（その２） 

（IAEA Environmental Consequences of The Chernobyl Accident and their 

Remediation: Twenty Years of Experience より ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１（資料第２－３－１号①） 

(ｃ)Ａｍ－２４１ マップ 

(ｄ)Ｐｕ－２４１ マップ 



文部科学省におけるストロンチウム８９，９０の確認状況 

 

１． ストロンチウムの確認状況 

○ これまでの文部科学省の調査において、Ｓｒ‐８９、９０は、Ｃｓ‐１３７の１７８分の１

から２０３５分の１の範囲。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．プルトニウムの確認状況 

○東京電力㈱福島第一原子力発電所の敷地内の土壌において、Ｐｕ‐２３９，２４０が

（１．９±０．３４）×１０－１～（２．７±０．４２）×１０－１（Ｂｑ／ｋｇ）の範囲で数点確認され

ている。（3 月 28 日東京電力㈱公表参照） 

別紙１（資料第２－３－１号②） 


